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研
究
雑
話
門
日
比
)

人
開
発
遣
の
物
質
的
基
礎

(
四
O
}

前
回
は
、
じ
ゃ
ん
け
ん
あ
そ
び
を
例
に
、
子
ど
も
た
ち

相
互
に
お
付
る
付
点
八
錦
音
符
の
役
割
に
つ
い
て
お
話
し

ま
し
た
.
子
ど
も
た
ち
自
身
の
リ
ズ
ム
が
あ
っ
て
の
こ
と

な
の
で
、
「
相
互
引
き
込
み
」
と
い
う
こ
と
ば
を
用
い
ま

し
た
.
走
に
代
表
さ
れ
る
八
分
音
符
の
持
続
が
、
付
点
八

分
と
い
う
変
化
を
つ
〈
り
、
こ
れ
に
よ
る
裏
拍
の
短
い

『間
」
が
‘
両
者
の
行
為
を
対
置
さ
せ
た
の
で
し
た
.
互

い
の
気
持
ち
の
理
解
も
、
こ
う
し
た
や
り
と
り
の
な
か
で

深
ま
り
ま
す
.
『自
己
と
物
」
、
『
自
己
と
他
者
」
と
い
っ

た
関
係
だ
け
で
な
く、

「
物
を
媒
介
と
し
た
自
己
と
他
者

と
の
関
係
」
が
問
わ
れ
は
じ

め
ま
す
.
こ
の
間
、
紹
介
し

て
き
た
R
く
ん
は
、
と
れ
ら

を
ど
の
よ
う
に
自
分
の
も
の

に
す
る
の
で
し
ょ
う
か
.
物

の
あ
り
方
、
使
わ
れ
方
に
対

す
る
R
く
ん
な
り
の
発
見
や

工
夫
が
重
要
と
な
り
ま
す
.

今
回
は
、
そ
れ
を
促
す
場
面

や
標
題
の
舷
定
を
め
ぐ
っ
て

お
話
し
た
い
.
用
途
を
自
分

な
り
に
工
夫
で
き
れ
ば
、
そ

れ
は
‘「
観
念
』
に
止
ま
ら

ず
、
『
観
念
(
イ
デ
1
ど

へ

の
発
展
を
約
束
し
て
い
る
と

雷
え
ま
す
.
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R(んの発達課題(99年度の指導計画、
(R.・8.051l's.old.前掲、自問的帽問、

藤

井

失

鎗
路
〈
+
ご
、
視
置
の
段
定
、
『
用
途
」
を
畠
礎
に
イ
デ
ー
に
ま
で
.

知
覚
と
行
轟

①
作
っ
た
も
の
で
遊
ぶ
.
遊
び
た
い
か

ら
作
る
.
②
用
途
を
基
礎
に
遣
い
を
学
ぶ
.
例
、
大
小
概

念
、
『
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
に
は
大
き
な
お
皿
」
な
ど
、
用
途

と
の
結
合
.
③
レ
ゴ
の
よ
う
な
積
み
木
を
使
っ
て
、
イ

メ
ー
ジ
を
実
現
.
縦
、
横
、
高
さ
の
配
列
.
家
、
飛
行
機

等
.
@
描
画
は
作
業
記
悔
の
課
業
.
動
作
、
内
外
上
下
.

自
然
な
運
筆
か
ら
ど
の
よ
う
に
基
底
線
が
生
ま
れ
る
か
.

こ
と
ぼ
と
叙
述
①
こ
と
ば
の
韻
律
.
拍
節
リ
ズ
ム
を

大
事
に
.
わ
ら
ベ
う
た
や
昔
話
が
有
効
.
②
歌
で
は
、
出

だ
し
部
の
音
高
の
安
定
が
重
要
.
た
と
え
ば
、
『
ひ

l
ら

い
た
」
の

『
ひ
l
」
、
長
音
を
自
然
な
高
さ
で
持
続
で
き

る
よ
う
指
導
.
③
拍
節
リ
ズ
ム
の
習
熟
の
な
か
で
、
助
詞

な
ど
の
付
属
語
も
自
然
に
生
成
さ
れ
よ
う
.
④
想
い
出
し

の
言
葉
を
引
き
取
る
.
〔
北
海
道
教
育
大
学
教
援
)

力

表
は、

R
く
ん
の
担
任
の
先
生
に
お
聞
き
し
た
今
年
度

の
指
導
計
画
の
概
要
・
参
照
下
さ
い
.
こ
こ
で
は
.
脳
神

経
と
い
う
ブ
ラ
ッ
ク

・ボ
ッ
ク
ス
か
ら
み
た

R
く
ん
の
課

題
に
つ
い
て
.
基
本
的
な
と
こ
ろ
を
概
括
し
ま
し
た
.

リ
ズ
ム
と
同
期

・
①
道
具
を
使
え
る
足
腰
.
ま
ず
、
ぶ

ら
下
が
り
、
ど
の
程
度
可
能
か
.
②
動
作
の
持
続
に
よ
る

自
己
に
関
す
る
「
内
的
空
問
題
鶴
』
‘
措
置
勢
反
射
の
統
合
.

③
手
足
の
共
同
運
動
の
習
機
に
よ
る
「
予
期
的
準
備
能
」

の
形
成
、
ポ
ー
ル
錬
作
曲
守
.
@
拍
節
リ
ズ
ム
の
聴
覚
的
受

容
と
リ
ハ
ー
サ
ル
‘
わ
ら
ベ
う
た
帯
.

A.全般的な課題
1)‘ムj;.gl且主」止 他由子どむとの開揺で8分的気待

ちを表現十号機会を多く用意6 倒 鬼あそび」 織の帽

子をかぶ。た人が 鬼. 9分断暗 いかけられたくて 問

年齢だけでなく、年下回子 Eもにむちょっかいを出す

よう ζ 伝ったー但し. 伺手の子どむの状況、 2斤り紙し

ているなど聞係仕〈‘畿の帽子をかぶせている.

2) .且皐 旦丞l!c' SI慢のnl礼に圃叙ずる間同がある.

そっていると安定. ゆった吻した流れのなかで、 2時

間おきぐらいに予定を知る. 子どもa身が調是し 期

待して.次の目録;ζ移っていけるような工夫.

B.学習指導の課題
l-a} .山富震で由畳左往ー銅盤 給食時の食器や.学習

時的はさみやのり 品 入量分 ξっτ、みんなにEること

ができる~ 2， 4. 6といった偶敏にも鏡植したい.

b). 5 まで由加.，‘ 4σ3・ 念 ポーリングゲーム

( 6本) 2圏分の倒nたピンをまとめ.教えることが

できる本と 1本で 2本、 1本と 2本で 3'鮮は分か

る 2，依と 3本ば費量し い .，依のまとまりを 、敏え々

いで、一目で分かるような工夫 をしたい，

c) .引き .，‘ 1つ金ペたら 3つのみかんから lつ

食ぺたらい〈つ幾るか. な どに b挑離した‘、

2-.1) .錨薗‘レントゲン循法 楽しい体験を患い起こ

し.闘 に憎いた揖面を線で槍 <.楽しかった動作、人

や物町大小、軍町中や外、上と下必ど、ことばでイメ

ージを聞き出すの b大夢a また、 基底織が引けない問

題は.絶面とい う感覚が無いからか も担札ない.外車

び、土いじり、決った後のすっ舎りした感覚、場事.

b) .車呈....JI.主主主互 作ったもので避ぷ.そのた
め、道具を使う . レゴ・積み木を使って.家、乗り鞠

伝ど作る.世・横・高さの組立てが大事事

3-.1) .こと I~町田律‘韓本 車中 して醐 くこと ができ

るように必ってきたおむすびころりん 2 、 『さる

かにがっせんJ 、昔話が鮮き. 1・薗の状況、~への期

待. ニとほの銅像、/おむ すび /ころ りん/すっ

ーとん/とん・ /など、リハーザルを多 くしたい.

b). X主企盆墨』皐主 'りん ご一、 「たいいく 1

ーさんす う 等、桔い読み ・続;すて曹える.

c)‘動掴 シ ニノタゲマ園優 . 動作.反対 商 似.睦

を使い、 .-<つをは<J 、 ーふ〈 をきる "王うし

をかぶる など革本胞を自由にしていきたい.

4) .膏豪 泊節リズム~ 曲掴 臼本経由圃律と拍節.

/ひー らい/たー /など 出だし師の音R販の安定

1こ注意‘ 開蝿が自然に助担を生時十るようにしたい.

町、 依膏 筆繁の侵締左 動作目待腫 手是的共同運動

の槽強. 革本;こ戻旬 、ぶら 下がりなど上陸による聾努

の保湾と 歩行・壷 跳掴/t.J!の動作リズムの持続.

61ー合事 いλん危乳白梅食べる にぎり箸【スプー

ン把檀樺) .タレヨンをむつ感じで待ってみる.


